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1　はじめに
　地方公共団体情報システムの標準化に関す
る法律の施行等により、住民基本台帳や地方
税、福祉などの基幹業務システム（全20業務）
については、2025年度までに国の策定する標
準仕様に準拠したシステム（以下「標準準拠
システム」という。）に移行することが義務付
けられました。また、国においては、これら
システムを政府共通のクラウドサービスの利
用環境「ガバメントクラウド」で稼働させる
ことを目指しております。
　これらのことから、各地方公共団体におい
ては、基幹業務システムの標準化及び当該シ
ステムのガバメントクラウドへのリフトに係
る費用負担や労力に懸念を示されていること
かと存じます。
　今回、先行団体として当市のガバメントクラウ
ド先行事業の取り組みを紹介させていただくこ
とで、他自治体の皆様におけるシステム標準化
及び標準準拠システムのガバメントクラウドへの
リフトに係る取り組みの参考となれば幸いです。

2　ガバメントクラウド先行事業の
取り組みについて

（1）ガバメントクラウド先行事業
　デジタル庁において2021年６月にガバメン
トクラウド先行事業（基幹業務システム）の
公募が行われ、2021年度から2022年度におい
て以下の検証が行われることとなりました。

【目的】
○ガバメントクラウドや回線について、市町

村が安心して利用できることを検証
○標準準拠システムの移行方法について検証

○投資対効果の検証
【検証内容】
①非機能要件の標準の検証
②標準準拠システムへの移行方法の検証
③投資対効果の検証
④推奨構成の検討

（2）先行事業計画の概要
　当市並びに協力アプリケーション開発事業者
である株式会社RKKCSは、デジタル庁が求め
る検証内容に基づき、当市で採用している同社
が提供するオールインワンパッケージの総合行
政システムをガバメントクラウドへリフトする
検証について提案を行ったところ、52件あった
応募の中から採択（全8件が採択）を受けました。
　本提案では、クラウドや回線におけるセキュ
リティレベルとコストパフォーマンスの向上
を目指し、基幹業務18システム（戸籍及び戸
籍の附票については他ベンダーのシステムの
ため本提案ではガバメントクラウドへのリフ
トは対象外）に加え、財務会計や人事給与シ
ステムの庶務事務等を含む合計55システム（当
市が採用している総合行政システムの全ての
業務）についてガバメントクラウドへリフト
することといたしました。

（3）実施状況等
①システム構築

　採択を受け、2021年度においては主に、シ
ステム構成の検討及び回線敷設に着手をいた
しました。
　2022年度に入り、システム構築作業が本格
化し、現行の業務運用を維持することを優先
としたシステム構成での構築を進め、2023年
２月上旬までに必要な動作検証と運用確認を
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終え、同月27日にガバメントクラウド上での
システム本稼働を迎えました。
②投資対効果の検証状況

　現行のRKKCS社製の総合行政システムを
「ガバメントクラウドへリフトする場合のコス
ト」と「現行のクラウド環境において同規模
で入れ替え・継続利用した場合のコスト」に
ついて、イニシャルコストと５年間のランニ
ングコストを積算し、比較検証を行いました。
　デジタル庁において公表されている中間報告

（2022年９月）において、ガバメントクラウドへ
リフトした場合のコストの優位性はこの時点で
は見られず、全体で約15％の増加となりました。
また、現行システム環境がデータセンター（ハー
ドウェア共用）であり、リフト対象のソフトウェ
ア及びハードウェアの借料や運用保守経費の
削減効果が小さかったため、これらも要因とな
りコスト増となったことが推察されます。
　また、本検証では団体単独でのガバメント
クラウドへのリフトという前提で試算を行っ

たため、リソースのシェアによる費用の按分
効果を享受できていない状況でした。このこ
とから、共同利用やマルチテナント型に取り
組むことで、「システム運用作業費」、「ソフト
ウェア借料・ソフトウェア保守費」及び「通
信回線費」におけるランニングコストの効率
化が期待されるものと考えております。
③職員のリフト作業に係る所感

　計画当初は、現行のRKKCS社製の総合行政
システムをガバメントクラウドへリフトする
に当たり、検討会議や進捗会議における負荷
が大きく発生することを見込んでおりました。
しかしながら、これらに係る工数については
これまで経験してきた業務システムのリプレ
イス作業とそれほど差異はなく、実際には各
業務システムの担当職員における総合テスト
やガバメントクラウドにリフトしないシステ
ムとの連携に係るテストや調整に想定以上の
時間を要する結果となりました。
④ガバメントクラウド接続サービス

出典：【宇和島市】ガバメントクラウド先行事業計画書（抜粋）

図１　ガバメントクラウドにリフト後の業務システム全体の構成図
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　当市では、追加検証としてガバメントクラウ
ド接続サービスの性能検証にも取り組み、本検
証では株式会社RKKCSにて調達をした現行回
線と同仕様の回線とガバメントクラウドへの標
準的な接続サービスとしてデジタル庁において
調達するガバメントクラウド接続サービスにつ
いて、同帯域で性能比較を行いました。そして、
この比較結果及び将来的な共同利用によるコ
スト削減効果を踏まえ、ガバメントクラウドで
のシステム本稼働に当たり、ガバメントクラウ
ド接続サービスを採用いたしました。
　その一方で、今年度に入り、国においては
ガバメントクラウドへの接続方法やその負担
の在り方について再考がされているため、そ
の動向に注視しながら標準準拠システム稼働
時における当該接続方法について検討を行っ
ていく必要があります。

（4）検討を進めていく上でのポイント
①費用対効果の向上

　先にも述べましたが、「システム運用作業
費」、「ソフトウェア借料・ソフトウェア保守費」
及び「通信回線費」については、共同利用や
マルチテナント型に取り組むことでランニン
グコストの効率化を期待することができます。
また、更なる投資対効果の向上を実現するに
当たり、ガバメントクラウドは実際のサービ
ス利用実績に応じて利用料金を負担する従量
課金の方式が採用されていることから、バッ
クアップ環境を含むシステム構成や稼働方法
においてリソースの効率的な利用が必要である
ことを今回の検証を通じて実感いたしました。
　一方で、自治体においてはシステムの安全
かつ安定的な運用が求められておりますので、
システム設計に当たっては「地方公共団体に
おける情報セキュリティポリシーに関するガ
イドライン」（総務省）に照らし合わせながら、
リソースの効率的な利用ができる環境を検討
していく必要があります。
②庁内における推進体制の確立

　今回の検証においてガバメントクラウドへの
システムのリフトに当たり、担当職員による総

合テストにおいて設計時には見えなかった運用
面での調整事項（実機端末と周辺機器との接
続や帳票の印字位置調整など）が複数発生し、
想定以上の内部調整と確認作業に時間を要し
ました。そのため、あらかじめ情報システム担
当部署と各業務システム担当部署間の連携体
制を確立しておき、システム標準化の目的を組
織的に意識して取り組むことが重要であること
を先行事業を通じ改めて認識いたしました。

3　今後の課題について
　移行期限まで約２年となった標準準拠シス
テムの本稼働を迎えるに当たり、最適なク
ラウドサービスを受けることができるよう、
ガバメントクラウドを提供するCSP（Cloud 
Service Provider）事業者の選定、コストメリッ
トや運用効率性が享受できる構成の検討が必
要となってまいります。
　当市では、引き続き株式会社RKKCSと連携
し、今年度においてもガバメントクラウド先
行事業に参画させていただき、昨年度までに
判明した課題解決に向けて以下の検証に取り
組んでおります。

検証１：コストメリットや運用効率性が享
受できる構成への移行検証
・ 国が示す推奨構成及びマネージドサー

ビスの活用検討、検証
検証２：運用における目標管理指標の検証

・ 指標値の検討、指標値達成状況の可視
化検証

・ 運用課題の抽出及び解決策の検討
検証３：標準準拠システムのシフト検証

・ シフトに伴う検証
検証４：ネットワーク接続の在り方検証

・ ネットワーク接続の共同利用方法の検
討等

検証５：投資対効果の検証
・各検証項目等による投資対効果の検証

4　おわりに
　ガバメントクラウドは、クラウドサービス
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の利点を最大限に活用することで、迅速、柔
軟、かつセキュアでコスト効率の高いシステ
ムを構築可能とし、利用者にとって利便性の
高いサービスをいち早く提供し改善していく
ことを目指しており、デジタル庁においては、
全市区町村において同様の利点を享受できる
よう検討が進められております。
　当市においても、ガバメントクラウドの運
用が確立することで、次のことについて主に
期待を寄せています。
○サーバ、OS及びアプリを共同利用にするこ

とによるコスト削減
○同一クラウド上でデータが一括管理される

ため、政府並びに自治体間のデータ連携が
容易となり、申請者等において行政手続に
おける入力の手間が省けるなど、手続きの
簡略による市民サービスの向上

○各自治体で個別にセキュリティ対策や運用監
視を行う必要がなくなるため、デジタル人材
不足という全国的な課題への対応に寄与

　最後に、当市では今年度末までに予定して

いるガバメントクラウド先行事業の検証を株
式会社RKKCSと連携を図りながら確実に実施
していき、2025年度末が期限とされている自
治体情報システムの標準化・共通化に向け、
ガバメントクラウドにおけるシステム動作や
業務継続性などに係る検証結果が他自治体の
皆様において参考となるよう、引き続き整理
してまいりたいと考えております。

※ガバメントクラウド先行事業計画書及び検証の中間報
告は、デジタル庁HP（https://www.digital.go.jp/news/
ZYzU5DYY）に掲載。
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出典：【宇和島市】ガバメントクラウド先行事業計画書（抜粋）

図２　2023年度ガバメントクラウド先行事業における構成図


